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■ 例会日：毎週木曜 PM12:30より 
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■ ＦＡＸ：(0125)-24-2755 
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幹事報告
1.砂川・赤平RCより8月の例会プログラム

が届いております。 

2.芦別RCより会報とクラブ活動計画書、

また、砂川RCからも活動計画書が届いて

おります。 

3.大日向ガバナーよりお礼状が届きました。 

4.10月に函館で開催されます地区大会のパンフレットをお渡しい

たしましたので内容をご確認願います。 

5.先週皆様にご協力いただいた静岡県熱海市の豪雨に対する義援

金は39,750円でした。

今週の米山奨学会寄付金（敬称略）
熊谷美由紀・高山訓正 

合計471,000円＜目標金額まで457,620円＞

＼(^o^)／ニコニコBOX報告（敬称略）
髙橋賢司・入井浩樹・竹田行宏・村田雅彦・渡邉恭久・鈴木忠

男・鷲尾昌法・篠島由一・住吉直樹・山口清悦・佐々木弘彦・篠

島弘・熊谷美由紀・神部志乃信・山崎修・安達晃幸・西田浩二・

佐伯敏和・上田秀司・西村恒則・神部俊克・奥山かおる・深澤和

範・渡辺浩司 

＜小計62,000円・合計247,000円＞

前回のプログラム [ 前年度決算・出席報告 ]

－ 前年度決算・出席報告 －
【前年度理事会・前年度幹事担当例会】

前年度決算・出席報告にあ

たり竹田直前会長より「昨

年は『磨こう奉仕の心　深

めよう仲間との友情と志』

をテーマで活動した。奉仕

活動に於いては全てが寄贈

事業となったがこの地域に

対し奉仕を行うことが出来

た。会員相互の友情と親睦

を深めることについては残念ながらコロナ禍のため夜間の懇親の

場を3回しか設けられなかった。本年はこのような事にならない

ことを祈っている。また、昨年の例会数は全37回を予定していた

が、7回程がコロナの為休会となった。コロナ禍と言うことで出

席率の低下は覚悟していたが、昨年度はホームクラブ100%出席

者、皆出席が例年より多かったことに改めて感謝を申し上げ

る。」とご挨拶を頂いた後、畠山前年度会計より決算について詳

細な説明がされ、宮崎監査より監査報告がありました。また、篠

島由一前年度出席委員会副委員長よりホームクラブ100％出席12

名と皆出席20名の発表があり、竹田前年度会長から記念品の授与

が行われました。

＼(^o^)／ニコニコBOX報告（敬称略）

編集／クラブ会報委員会　　発行日：令和3年07月29日

出席報告　　　7月29日

会員数 病欠 免除 出席 欠席 出席率

84名 名 8名 42名 41名 55%

第3250回　例会報告　令和3年7月29日（木）

会長報告（髙橋副会長代読）
先週はガバナー公式訪問ということで、大日向ガバナーをお迎えし、三役との懇談会、クラブ協議会、例会を開

催させていただきました。諸々準備頂いた皆様、出席いただいた皆様に感謝申し上げます。大日向ガバナーよ

り、わざわざ私の自宅に電話がありまして、とても感謝されておりました。皆様にもくれぐれもよろしくと仰っ

ていましたので報告させていただきます。ガバナー公式訪問はロータリーの年中行事の中でも大変緊張する行事

であり、つつがなく終了したことにホッとしております。 

さて、開催まで紆余曲折ありましたが、東京オリンピックがただいま開催されております。日本開催ということ

で、時差がないためリアルタイムで観ている方も多いのではないかと思います。今のところ、メダル数はトータ

ルでは米国が1位ですが、金メダルの数13個で日本が1位となっています。競泳の大橋選手、体操の橋本選手も素

晴らしかったですが、サッカーのフランス戦は圧巻でした。今後の日本勢の活躍に期待したいと思います。もう一つスポーツの話題と

して、夏の高校野球ですが、つい1週間前まで地域の話題として盛り上がりを見せておりました。残念ながら滝川高校は準々決勝、滝川

西高校は準決勝で敗れてしまいましたが健闘を称えたいと思います。滝川西に勝った帯広農業の甲子園での活躍に期待します。 

次にコロナ関連の話を少し致します。全道のコロナウイルス感染者数が、4日連続100人越えとの報道がされていました。今月当初は1日

30人程度まで減少していた感染者数がやや増加傾向ということであります。5月の連休明け、日によっては1日700人以上の感染者、毎日

10人以上の死亡者が出ていたことを思い起こせば少ないと言えます。東京では感染者が急増しており、心配の種ではありますが、北海

道の警戒レベルは5段階のうち、現在ステージ3ということですので、例会については予定通り開催したいと考えております。今月6日、

河野行革大臣が、ワクチン在庫のある自治体へのワクチン供給を減らす方針を発表し、各方面から批判の声、心配の声が出ていまし

た。実際にワクチン接種を管理する市区町村では、せっかく組んだスケジュールを見直すなど、混乱が起きていたようでありました

が、河野大臣は27日の記者会見でその方針を撤回いたしました。また、8月以降は市区町村ではなく、都道府県にワクチンを割り当て

し、市区町村への配分は都道府県が管理するようであります。今まで以上にワクチン接種がスムーズに進むのではないかと思います。


